
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

P32給与雄?の血液・精子並びに諸器官の放射能に就
いて

武田, 晃
九州大学農学部畜産学教室

https://doi.org/10.15017/21386

出版情報：九州大學農學部學藝雜誌. 15 (3), pp.391-396, 1955-08. 九州大學農學部
バージョン：
権利関係：



391

P32給 与雄難の血液 ・精子並びに

諸器官の放射能に就いで

武 出 晃

On the radioactivity of the blood, spermatozoa and 

 different organs of the cock after the injection of P32 

             Akira Takeda

1.緒 言

雌難は唯 一回の交配 叉は 人工授精により其の後長期間に亘 り受精卵を産出するが,此 の

期間中の精子の雌性生殖器官内に 於ける存在部位は多年に亘 り多数の研究者により追究さ

れたが,現 在尚不明とされている.

筆者は雄難精子に放射能を与え,此 の精 子を雌難に人工授精 し其の後之を追跡する事に

より精子 の存在部位を究明しようとした.

この実験に当り雄難に注射したP32の 血液並びに 精fへ の移行 ・其他に就いて二三の知

見を得たのでここに発表する.

本 文に入るに先だち,終 始懇篤なる指導を賜つた丹下教授 ・酉山教官に謹んで感謝の意

を表する.

II.実 験 方 法

実験には本学畜産学研究窒に飼育せる白色 レグホーン種の成雄難を使用した。P'32は リ

ンゲル液に稀釈し静脈或は皮下に注射した.

放射能の測定は乾物 として行い,血 液は1cc・ 精子は10億 ・各器官組織は新鮮重量

19当 りのcounts/min.と して表わ し,decay補 正のみを行つた・

精液は下腹部マッサージ 法により採取 し,直 ちに5～10回 に亘 り10倍 量の生理食塩水

にて稀釈 ・掲絆 ・遠心分離する事により洗滌処理を行い,精子 数測定後乾燥 して放射能測

定に供 した.

III結 果並 び に考察

P:1,,の皮下注射により血液の 放射能は極めて急激なる増加を示 し15分 後に最高値(第1

の高値)に 達 したが,其 の後2～3時 間に急速に減少 した(Fig.1,Table1)・ この事実

は皮下に注入されたP32が 急速に血液に吸収され,更 に全身の各組織に急速に移行する為

に起るものと考えられ る.

日木 畜産学会九州支部総会(昭 利27年11月30日)に 於て一部講演発表.
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Fig. 1. Change in radioactivity of blood of cocks after 
 subcutaneous injection of 0.8 mc. ( • ), and 4mc. (o) of 

 labelled phosphate.

Table 1. Change in radioactivity of blood of cocks after subcutaneous 

         injection of labelled phosphate.

3時 間以降の血液の放射能の減少は 少 く,以 後24時 間迄は殆んど増減は見られなかつ

た(Table2).

然 し其 の後3日 目頃より再び増加を始め5H目 頃より粗当長期間に二墨り高値(第2の 高

値)を 維持 し,1ヶ月 後 も樹相当高度の放射能を認めた(Fig.2).
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Table 2. Change of radioactivity of blood of cooks after injection 
        of labelled phosphate.

Fig. 2. Change in radioactivity of blood of cocks after intravenous 
 injection of 0.8 mc. ( r ), subcutaneous injection of 1.35 mc. ( • ), 

   and 3 mc. (o) of labelled phosphate.

この第2の 高値は哺乳類に於ける実験では認められていない様であるが,こ れは鶏の赤

血球が哺乳類のそれ と異 り有核である事実,Pは 細胞核に特に多い事実,並 びに赤血球の・

成熟には約5日 を要するとのHevesy(1948)の 報 告等より推察して,一 一月造 血組織に移

行したP32が 新生赤」血球に現われて来た為に起る現象と考えられる,

精子の放射能は注射 後約2週 間は低いが,13～14日 目より増加を始め,3週 間目頃に最

高値に達し,以 後次第に減少した(Fig.3).

注射後約2週 間は睾丸組織の放射能は相当高い(Table3)に も拘らず,精 子の放射能

は低 く約2週 間経過後増加する事 より,成 熟精子へのP3,,の 移行は極めて少 く,且 つ成熟

精子の 射出に略2週 間を要するものと推察される.
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Fig. 3. Change in radioactivity of spermatozoa of cocks after intravenous injection 
 of 0.8 mc. (•  ), subcutaneous injectionof 1.35 mc. ( • ), and 3 mc. (c) of labelled 

   phosphate.

Table 3. Radioactivity of different organs of cocks 9 and 14 days 

        after injection of labelled phosphate.

Muscle 1......M. pectoralis major 

Muscle 2......M. biceps femoris 

Muscle 3• • • • • M. pectoralis secundus

叉注 射 後 間 もな くP32は 各 組 織 に 移 行 し 平 衡 状 熊 に 達 す る と 推 測 され る 事 くFig.1,2

及 びTable1,2),並 び に其 の後 は時間 の経 過 と共 に 体 外排 出 の 為 に減 少す る事 よ り,P

が 平 衡 に達 した 時期 に精子 発 生(Spermatogenesis)の 初 期 に あ つ た 生 殖 細 胞 が最 も多量
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にP32の 移行を受け最高の精子放射能を示すと考えられる.か かる精子は注射後約3週 間

目に射出されている.前 述の如 く成熟精子の射出に2週 間を要すると見れば,精 子発生に

要する時間は略1週 間 と考えられる.

此の場合血液放射能の第2の 高値は前述の如 く赤血球の放射能に起因するもので,血 液

中(赤 血球中)に 於てPは 平衡状態にあ り,各 組織へのP:3,)の移行はないと考えられる・

ToothillandYoung(1931)はモルモット に於て形成された精子が射出されるに要す

る日数は12～16日 だ と報告し,一 方Munro(1938)は 難に於ては 性的供用頻繁のもの

では1日,少 いものでは3～4日 だと帳告しているが,筆 者は本実験の結果 より難に於て

もMunroの 報 じた如 くに短時日ではなく,略14日 を要するものと推察する.

P32注 射後9日 及び14日 に於ける成雄難の各器官組織の放射能は,骨 に於て最高値を示

し,筋 肉も部位により高値を示した.内 臓に於ては膵臓 ・睾丸が高1直を示しいずれも血液

より高かつた(Table3).

Born(1940)は ラッテて於て放射燐皮下注射後4日 目の各器官のP32含 量は骨 ・筋肉 ・

肝臓 ・消化器の順に低下すると,Bhattacharyaeta1.(1953)は 同じく ラッテに於て給

与後72時 間口のP';L'濃度は骨に於て最高,以 下肝臓 ・脾臓 ・小腸の 順に低下すると報告

しているが,こ れ等の相違はP32給 与後の経過時間並びに使用動物の種の違い等によるも

のと思われる.

P32の 注射により雄難は ・時的に白血球の 急増を来 し,1～2日 後には正常時の約5倍

を示 したが,其 の後漸減し約1週 間後にはTl三常に復した.術P32給 与により精子の形態並

びに活力には著しい変化は認められなかつた.

IV.大 要

1.血液 の放射能ばPf`2注 射後15分 に最高値を示し其の後急減し2～3時 間で平衡に

達 したが,3日 目頃より再び増加し5日 目頃より以後相当長期に旺り高値を示し漸減した・

2.精 子の放射能は2週 間後頃より増加を始め 略3週 間後に最高値に達し以後減少した・

3.血 液並びに精子 の 放射能の変化より,雄 難に於ては精子発生に略1週 間,成 熟精子

の射出に約2週間 を要すると推察された。

4.碑 注射後9日 及び14日 に於ける各器官の放射能は骨に於て最高,以 下大胸筋 ・膵

臓 ・睾丸の順に低下した.

5,P32給 与により白血球は約5倍 に急増 したが約1週 間後には正常に復した.又精子

の形態 ・活力には著変は認められなかつた.
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 Resume 

 This report deals with the radioactivity of the blood and the spermatozoa of 

the cock after subcutaneous or intravenous injection of labelled phosphate (P3= ). 

 The maximum radioactivity of the blood of the cock reached 15 minutes 

after the injection of labelled phosphate. Then the activity of the blood 

decreased rapidly within 2 to 3 hours after injection, and it was found that the 

activity began increase after about 3 days and kept comparatively high level 

for the long days after the lapse of 5 days. 

 The radioactivity of the spermatozoa in the ejaculates began increase after 

the lapse of 2 weeks and reached the peak after about 3 weeks and then 

decreased gradually. 

 From these results, it may be estimated that the duration of spermatogenesis 

of the cock may be about 1 week and the mature spermatozoa formed in the 

testis will be ejaculated 2 weeks afterward.


